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(57)【要約】
【課題】　フィット性およびホールド性を向上できかつ
運動時の足の変形を吸収できるアッパー構造を提供する
。
【解決手段】　シューズ用アッパー構造体において、着
用者の足を覆うアッパー本体２の外側に配設され、足の
中足趾節関節ＭＰ、リスフラン関節ＬＦおよびショパー
ル関節ＴＴにそれぞれ対応する位置またはその近傍位置
に配置された帯状のストラップ（帯状部材）２２～２４
を設ける。各帯状部材２２～２４の上下端２２Ａ、２２
Ｂ；２３Ａ、２３Ｂ；２４Ａ、２４Ｂをアッパー本体２
の上下部にそれぞれ固着し、上下端の間の領域をアッパ
ー本体２から分離させる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シューズのアッパー構造であって、
　着用者の足を覆うアッパー本体と、
　前記アッパー本体の外側において内甲側領域または外甲側領域の少なくともいずれか一
方に配設され、足の中足趾節関節、リスフラン関節またはショパール関節の少なくともい
ずれか一つあるいはその近傍位置に対応する位置において足囲方向に沿って帯状に延びる
帯状部材とを備え、
　前記帯状部材は、その上下端が前記アッパー本体の上下部にそれぞれ固着され、前記上
下端の間の領域が前記アッパー本体から分離して設けられている、
ことを特徴とするシューズのアッパー構造。
【請求項２】
　シューズのアッパー構造であって、
　着用者の足を覆うアッパー本体と、
　前記アッパー本体の外側において内甲側領域または外甲側領域の少なくともいずれか一
方に配設され、足の内甲側では第１趾基節骨と交差する方向に延び、外甲側では第４趾基
節骨と交差する方向に帯状に延びる帯状部材とを備え、
　前記帯状部材は、その上下端が前記アッパー本体の上下部にそれぞれ固着され、前記上
下端の間の領域が前記アッパー本体から分離して設けられている、
ことを特徴とするシューズのアッパー構造。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記帯状部材の前記上端が、前記アッパー本体の上部開口縁部またはその近傍位置に固
着されている、
ことを特徴とするシューズのアッパー構造。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記帯状部材の前記上端が、前記アッパー本体の前記上部開口縁部に沿って配設される
ハトメ飾りに固着されている、
ことを特徴とするシューズのアッパー構造。
【請求項５】
　請求項３において、
　前記帯状部材の前記上端には、シューズの緊締部材が直接連結されていない、
ことを特徴とするシューズのアッパー構造。
【請求項６】
　請求項１または２において、
　前記帯状部材が、長手方向に延びるスリットを有している、
ことを特徴とするシューズのアッパー構造。
【請求項７】
　請求項６において、
　前記スリットが、開口幅を有しない切込みである、
ことを特徴とするシューズのアッパー構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シューズのアッパー（甲被）構造に関し、詳細には、フィット性およびホー
ルド性を向上できかつ運動時の足の変形を吸収できるようにするための構造の改良に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
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　シューズのアッパー構造として、たとえば特許第３９０２６１２号公報に示すようなも
のが提案されている。当該公報には、足の土踏まず部の側面に配置された伸縮性アッパー
と、その内側に配置された非伸縮性の複数の帯状部とを設けることにより、高いホールド
性および高いフィット性が得られると記載されている（当該公報の段落［００１４］～［
００１６］、［００２５］～［００２７］および［００３０］、ならびに図１および図２
参照）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記公報に記載のものでは、ランニング時に足の土踏まず部を強固にホ
ールドすることを主眼としており、土踏まず部を帯状部で直接締め付けることにより、静
止時のみならず運動時にも土踏まず部が常時強固にホールドされるようにしている。その
ため、上記従来のアッパー構造においては、とくに運動時の足の変形を吸収し得るように
は構成されていなかった。
【０００４】
　本発明は、このような従来の実情に鑑みてなされたもので、本発明が解決しようとする
課題は、フィット性およびホールド性を向上できかつ運動時の足の変形を吸収できるシュ
ーズ用アッパー構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の第１の発明に係るシューズ用アッパー構造は、着用者の足を覆うアッパー本体
と、アッパー本体の外側において内甲側領域または外甲側領域の少なくともいずれか一方
に配設され、足の中足趾節関節、リスフラン関節またはショパール関節の少なくともいず
れか一つあるいはその近傍位置に対応する位置において足囲方向に沿って帯状に延びる帯
状部材とを備えている。帯状部材は、その上下端がアッパー本体の上下部にそれぞれ固着
され、上下端の間の領域がアッパー本体から分離して設けられている（請求項１参照）。
【０００６】
　第１の発明によれば、帯状部材がその上下端の間の領域においてアッパー本体から分離
して設けられているので、帯状部材における上下端間の領域部分が、アッパー本体に沿っ
た前後方向およびアッパー本体から離れる外方に移動し得る。そのため、シューズを着用
した際には足囲や足形状等（たとえば外反母趾や内反小趾等を含む）の足の個体差に応じ
て、また運動の際には足の変形に応じて、帯状部材がアッパー本体の外面に沿って前後方
向にずれたり、アッパー本体とともに外側に膨らんだりするので、静的フィット性および
動的フィット性を向上できる。
【０００７】
　さらに、第１の発明では、帯状部材の上下端がアッパー本体の上下部にそれぞれ固着さ
れているので、足の個体差に応じてまた運動時の足の変形に応じて、帯状部材が前後方向
にずれたり外側に膨らんだりする場合でも、帯状部材の上下端がアッパー本体の上下部に
対して相対移動することはなく、これにより、足に対するホールド性（静止時のみならず
動作時においても）を向上できる。
【０００８】
　しかも、第１の発明では、帯状部材がアッパー本体の外側に配設されており、帯状部材
がアッパー本体を介して足をホールドしているので、運動時の足の変形をアッパー本体の
変形によって吸収できる。
【０００９】
　本発明の第２の発明に係るシューズ用アッパー構造は、着用者の足を覆うアッパー本体
と、アッパー本体の外側において内甲側領域または外甲側領域の少なくともいずれか一方
に配設され、足の内甲側では第１趾基節骨と交差する方向に延び、外甲側では第４趾基節
骨と交差する方向に帯状に延びる帯状部材とを備えている。帯状部材は、その上下端がア
ッパー本体の上下部にそれぞれ固着され、上下端の間の領域がアッパー本体から分離して
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設けられている（請求項２参照）。
【００１０】
　第２の発明によれば、帯状部材がその上下端の間の領域においてアッパー本体から分離
して設けられているので、帯状部材における上下端間の領域部分が、アッパー本体に沿っ
た前後方向およびアッパー本体から離れる外方に移動し得る。そのため、シューズを着用
した際には足囲や足形状等（たとえば外反母趾等）の足の個体差に応じて、また運動の際
には足の変形に応じて、帯状部材がアッパー本体の外面に沿って前後方向にずれたり、ア
ッパー本体とともに外側に膨らんだりするので、静的フィット性および動的フィット性を
向上できる。
【００１１】
　さらに、第２の発明では、帯状部材の上下端がアッパー本体の上下部にそれぞれ固着さ
れているので、足の個体差に応じてまた運動時の足の変形に応じて、帯状部材が前後方向
にずれたり外側に膨らんだりする場合でも、帯状部材の上下端がアッパー本体の上下部に
対して相対移動することはなく、これにより、足に対するホールド性（静止時のみならず
動作時においても）を向上できる。
【００１２】
　しかも、第２の発明では、帯状部材がアッパー本体の外側に配設されており、帯状部材
がアッパー本体を介して足をホールドしているので、運動時の足の変形をアッパー本体の
変形によって吸収できる。
【００１３】
　本発明では、前記帯状部材の前記上端が、前記アッパー本体の上部開口縁部またはその
近傍位置に固着されている（請求項３参照）。
【００１４】
　本発明では、前記帯状部材の前記上端が、前記アッパー本体の前記上部開口縁部に沿っ
て配設されるハトメ飾りに固着されている（請求項４参照）。
【００１５】
　本発明では、帯状部材の上端にシューズの緊締部材が直接連結されていない（請求項５
参照）。これにより、シューズの緊締部材の緊締によって帯状部材が足をタイトに締め付
けるのを回避できる。
【００１６】
　本発明では、帯状部材が、長手方向に延びるスリットを有している（請求項６参照）。
この場合には、足の個体差に応じてまた運動時の足の変形に応じて、帯状部材が前後方向
にずれたり外側に膨らんだりする際に、帯状部材のスリットの開口幅が変化する（つまり
スリットが開いたり閉じたりする）ので、より柔軟に足の個体差や運動時の足の変形に対
応でき、これにより、足をソフトに（つまりタイトではなく）ホールドできるようになる
。
【００１７】
　本発明では、スリットが開口幅を有しない切込みである（請求項７参照）。この場合に
おいても、足の個体差に応じてまた運動時の足の変形に応じて、帯状部材が前後方向にず
れたり外側に膨らんだりする際に、帯状部材の切込みが開いたり閉じたりするので、より
柔軟に足の個体差や運動時の足の変形に対応でき、これにより、足をソフトに（つまりタ
イトではなく）ホールドできるようになる。
【発明の効果】
【００１８】
　以上のように、本発明に係るアッパー構造によれば、着用者の足を覆うアッパー本体と
、アッパー本体の外側において内甲側領域または外甲側領域の少なくともいずれか一方に
配設され、足囲方向に沿って帯状に延びる帯状部材とを設け、帯状部材の上下端をアッパ
ー本体の上下部にそれぞれ固着しかつ上下端の間の領域をアッパー本体から分離させるよ
うにしたことにより、帯状部材における上下端間の領域部分がアッパー本体に沿って前後
方向におよびアッパー本体から離れる外方に移動し得るので、シューズを着用した際には
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足囲や足形状等の足の個体差に応じて、また運動の際には足の変形に応じて、帯状部材が
アッパー本体の外面に沿って前後方向にずれたり、アッパー本体とともに外側に膨らんだ
りすることで、静的および動的フィット性を向上できる。さらに、本発明では、足の個体
差に応じてまた運動時の足の変形に応じて帯状部材が前後方向にずれたり外側に膨らんだ
りする場合でも、帯状部材の上下端がアッパー本体の上下部に対して相対移動することは
なく、これにより、足に対する静的および動的ホールド性を向上できる。しかも、本発明
では、帯状部材がアッパー本体の外側に配設されており、帯状部材がアッパー本体を介し
て足をホールドしているので、運動時の足の変形をアッパー本体の変形によって吸収でき
る。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施例によるアッパー構造を備えたシューズの全体斜視図である。
【図２】前記シューズ（図１）の平面図である。
【図３】前記シューズ（図１）の内甲側側面図である。
【図４】前記シューズ（図１）の外甲側側面図である。
【図５】前記アッパー構造（図１）と足の骨格構造との位置関係を示す平面図である。
【図６】前記アッパー構造（図１）と足の骨格構造との位置関係を示す内甲側側面図であ
る。
【図７】前記アッパー構造（図１）と足の骨格構造との位置関係を示す外甲側側面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施例を添付図面に基づいて説明する。
　図１ないし図７は本発明の一実施例によるアッパー構造が採用されたシューズを示して
いる。ここでは、ランニングシューズを例にとって説明する。なお、以下の説明文中、前
方（前側/前）および後方（後側/後）とは、シューズにおける前後方向の位置関係を表し
、上方（上側/上）および下方（下側/下）とは、シューズにおける上下方向の位置関係を
表すものとする。
【００２１】
　図１ないし図４に示すように、シューズ１は、着用者の足を覆うように足のつま先部か
ら踵部まで配設されたアッパー本体２を有している。アッパー本体２の素材としては、伸
縮性のある素材が好ましい。具体的には、メッシュ素材やニット素材、合成皮革等が用い
られるが、これらに限定されるものではない。アッパー本体２は、例えばスパンデックス
のような弾性繊維を含む伸縮性材料から構成されていてもよい。ここで、スパンデックス
とは、ポリウレタンを溶剤に溶かして紡糸した弾性繊維のことである。
【００２２】
　シューズ１のつま先部先端には、当該つま先部に沿って孤状に延びる補強部２５が設け
られている。補強部２５は、アッパー本体２のつま先部の下部外周面に縫製等で固着され
ている。
【００２３】
　シューズ１の足甲上部には、履き口１０に連通して前後方向に延びる開口部１１が形成
されており、開口部１１の縁部には、当該縁部に沿って前後方向に配設されたハトメ飾り
１２が縫製等でアッパー本体２に固着されている。ハトメ飾り１２には、複数のハトメ孔
１５が貫通形成されており、ハトメ孔１５には靴紐１６が挿通している。また、シューズ
１の開口部１１には、舌革部１７が設けられている。
【００２４】
　アッパー本体２の下部には、シューズ１のつま先部から踵部まで延設された軟質弾性部
材製の上部ミッドソール３が接着等で固着されている。シューズ１の前足部において上部
ミッドソール３の下面には、硬質弾性部材製のアウトソール４が接着等で固着されている
。シューズ１の踵部において上部ミッドソール３の下面には、硬質弾性部材製の波形プレ
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ート５を介して軟質弾性部材製の下部ミッドソール６が接着等で固着されており、下部ミ
ッドソール６の下面には、硬質弾性部材製のアウトソール７が接着等で固着されている。
波形プレート５は、実質的に前後方向に進む波形状を有しており、着地時に踵部の横振れ
を防止する等の目的で設けられている。上下部ミッドソール３、６間には、着地時のクッ
ション性を向上させるために、幅方向に延びるクッション孔３ａ、６ａが形成されている
。
【００２５】
　アッパー本体２の外側には、アッパー本体２の外側面に沿ってそれぞれ帯状に延びるス
トラップ（帯状部材）２１、２２、２３、２４が設けられている。各ストラップ２１、２
２、２３、２４は、シューズ１のつま先部から踵部にかけての領域において、アッパー本
体２の左右両側にそれぞれ一対ずつ設けられている。
【００２６】
　各ストラップ２１、２２、２３、２４の上下端２１Ａ、２１Ｂ；２２Ａ、２２Ｂ；２３
Ａ、２３Ｂ；２４Ａ、２４Ｂは、アッパー本体２の上下部にそれぞれ縫製等で固着されて
いる。具体的には、各ストラップ２１、２２、２３、２４の上端２１Ａ、２２Ａ、２３Ａ
、２４Ａは、アッパー本体２のハトメ飾り１２に縫製等で固着され、各ストラップ２２、
２３、２４の下端２２Ｂ、２３Ｂ、２４Ｂは、アッパー本体２の下部に縫製等で固着され
ており、ストラップ２１の下端２１Ｂは、アッパー本体２の補強部２５に縫製等で固着さ
れている。各ストラップ２１、２２、２３、２４において上下端の間の領域は、アッパー
本体２の外側面には固着されておらず、外側面から分離して設けられている。なお、各ス
トラップ２１、２２、２３、２４の上端２１Ａ、２２Ａ、２３Ａ、２４Ａは、この例では
、ハトメ飾り１２の下側縁部まで延びている。したがって、各上端２１Ａ、２２Ａ、２３
Ａ、２４Ａは、ハトメ孔１５までは延設されておらず、靴紐１６には直接連結されていな
い。
【００２７】
　各ストラップ２１、２２、２３、２４は、長手方向に延びるスリット２１ａ、２２ａ、
２３ａ、２４ａをそれぞれ有している。各スリット２１ａ、２２ａ、２３ａ、２４ａは、
各ストラップ２１、２２、２３、２４の上下端の間の領域に形成されている。各スリット
２１ａ、２２ａ、２３ａ、２４ａの幅（開口幅）は、たとえばコンマ数ミリ～２０ｍｍ程
度に設定されている。
【００２８】
　各ストラップ２１、２２、２３、２４の素材としては、非伸縮性の素材が好ましい。具
体的には、天然皮革、合成皮革、人工皮革、ポリウレタンまたはナイロン等が用いられる
が、これらに限定されるものではない。なお、各ストラップ２１、２２、２３、２４の裏
面は、滑りやすい平滑面から構成されている方が好ましく、具体的には、裏面に不織布を
接着する等の処理が施される。これは、各ストラップ２１、２２、２３、２４がアッパー
本体２の外側面上をスムーズに相対移動できる（つまり前後方向にずれる）ようにするた
めである。
【００２９】
　次に、各ストラップ２１、２２、２３、２４の取付位置について、図５ないし図７を用
いて説明する。
　図５ないし図７に示す足の骨格図において、符号Ｆ、Ｍ、Ｈはそれぞれ足の前足部、中
足部、踵部を示しており、符号ＭＰ、ＬＦ、ＴＴはそれぞれ中足趾節関節、リスフラン関
節、ショパール関節（横足根関節）を示している。また、各図中、各ストラップ２１、２
２、２３、２４の取付位置を太線で示している。各ストラップ２１、２２、２３、２４は
幅のある帯状部材であるが、ここでは、図示および説明の便宜上、これらの長手方向中心
線に相当する太線で各ストラップ２１、２２、２３、２４を表している。　
【００３０】
　図５ないし図７に示すように、ストラップ２１は、足の内甲側では第１趾基節骨ＰＰ１

と交差する方向に延びており、外甲側では第４趾基節骨ＰＰ４と交差する方向に延びてい
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る。
【００３１】
　ストラップ２２は、内甲側および外甲側において、中足趾節関節ＭＰの位置またはその
近傍位置に配置されている。より詳細には、ストラップ２２は、実質的に中足趾節関節Ｍ
Ｐに沿って足囲方向に延びている。ここで、「中足趾節関節ＭＰ」とは、足の第１ないし
第５趾にかけて各足指の基節骨ＰＰ１～ＰＰ５の骨底および中足骨ＭＴ１～ＭＴ５の骨頭
間の関節を指しており、「実質的に」という文言を入れたのは、ストラップ２２が、中足
趾節関節ＭＰの位置に配設される場合のみならず、中足趾節関節ＭＰの近傍位置において
中足趾節関節ＭＰに概ね沿って配設される場合であってもよいからである（以下の説明文
においても同様）。「足囲方向」とは、第１趾（親指）の付根と第５趾（小指）の付根を
取り巻く足の周囲方向（つまりボール・ガース部の方向）およびこれに概ね平行な方向を
指している（以下の説明文においても同様）。
【００３２】
　ストラップ２３は、内甲側および外甲側において、リスフラン関節ＬＦの位置またはそ
の近傍位置に配置されている。より詳細には、ストラップ２３は、実質的にリスフラン関
節ＬＦに沿って足囲方向に延びている。なお、各図中、符号ＮＡは舟状骨を、符号ＣＵは
立方骨をそれぞれ示している。
【００３３】
　ストラップ２４は、内甲側および外甲側において、ショパール関節ＴＴの位置またはそ
の近傍位置に配置されている。より詳細には、ストラップ２４は、実質的にショパール関
節ＴＴに沿って足囲方向に延びている。
【００３４】
　次に、本実施例の作用効果について説明する。
　上述したアッパー構造においては、各ストラップ２１、２２、２３、２４がその上下端
２１Ａ、２１Ｂ；２２Ａ、２２Ｂ；２３Ａ、２３Ｂ；２４Ａ、２４Ｂの間の領域において
アッパー本体２から分離して設けられているので、各ストラップ２１、２２、２３、２４
における上下端２１Ａ、２１Ｂ；２２Ａ、２２Ｂ；２３Ａ、２３Ｂ；２４Ａ、２４Ｂ間の
領域部分が、アッパー本体２に沿った前後方向およびアッパー本体２から離れる外方に移
動し得る。そのため、シューズを着用した際には足囲や足形状等（たとえば外反母趾や内
反小趾等を含む）の足の個体差に応じて、また運動の際には足の変形に応じて、各ストラ
ップ２１、２２、２３、２４がアッパー本体２の外面に沿って前後方向にずれたり、アッ
パー本体２とともに外側に膨らんだりするので、静的フィット性および動的フィット性を
向上できる。
【００３５】
　さらに、各ストラップ２１、２２、２３、２４の上下端２１Ａ、２１Ｂ；２２Ａ、２２
Ｂ；２３Ａ、２３Ｂ；２４Ａ、２４Ｂがアッパー本体２の上下部にそれぞれ固着されてい
るので、足の個体差に応じてまた運動時の足の変形に応じて、各ストラップ２１、２２、
２３、２４が前後方向にずれたり外側に膨らんだりする場合でも、各ストラップ２１、２
２、２３、２４の上下端２１Ａ、２１Ｂ；２２Ａ、２２Ｂ；２３Ａ、２３Ｂ；２４Ａ、２
４Ｂがアッパー本体２の上下部に対して相対移動することはなく、これにより、足に対す
るホールド性（静止時のみならず動作時においても）を向上できる。
【００３６】
　しかも、各ストラップ２１、２２、２３、２４がアッパー本体２の外側に配設されてお
り、各ストラップ２１、２２、２３、２４がアッパー本体２を介して足をホールドしてい
るので、運動時の足の変形をアッパー本体２の変形によって吸収できる。
【００３７】
　また、上述したように、各ストラップ２１、２２、２３、２４の上端２１Ａ、２２Ａ、
２３Ａ、２４Ａがハトメ孔１５まで延設されておらず、靴紐１６には直接連結されていな
いので、靴紐１６の緊締時に靴紐１６を引っ張った場合でも、各ストラップ２１、２２、
２３、２４の上端２１Ａ、２２Ａ、２３Ａ、２４Ａが靴紐１６によって直接引っ張られる
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わけではなく、これにより、靴紐１６の緊締によって各ストラップ２１、２２、２３、２
４が足にタイトにフィットすることはなく、各ストラップ２１、２２、２３、２４によっ
て足がソフトにホールドできるようになる。
【００３８】
　以上、本発明に好適な実施例について説明したが、本発明の適用はこれに限定されるも
のではなく、本発明には種々の変形例が含まれる。以下に変形例のいくつかの例を挙げて
おく。なお、各変形例を示す図面において、前記実施例と同一符号は同一または相当部分
を示している。
【００３９】
＜第１の変形例＞
　前記実施例では、ストラップ２２、２３、２４が、足の中足趾節関節ＭＰ、リスフラン
関節ＬＦおよびショパール関節ＴＴに対応する位置（またはその近傍位置）にそれぞれ設
けられ、ストラップ２１が、第１趾基節骨ＰＰ１と交差する位置および第４趾基節骨ＰＰ

４と交差する位置にそれぞれ設けられることにより、アッパー本体２上に４本のストラッ
プ２１～２４がすべて設けられた例を示したが、本発明の適用はこれに限定されない。ス
トラップは、これらのうちのいずれか一つまたは二つあるいは三つの位置に設けるように
してもよい。
【００４０】
＜第２の変形例＞
　前記実施例および前記第１の変形例では、ストラップ２１ないし２４が内甲側および外
甲側の双方に設けられた例を示したが、本発明の適用はこれに限定されない。各ストラッ
プ２１ないし２４は、内甲側または外甲側のいずれか一方にのみ設けるようにしてもよい
。
【００４１】
＜第３の変形例＞
　前記実施例では、各ストラップ２１～２４の上端がアッパー本体２のハトメ飾り１２に
固着された例を示したが、本発明の適用はこれに限定されず、各ストラップ２１～２４の
上端は、ハトメ飾り１２以外のアッパー上部領域に固着されるようにしてもよい。
【００４２】
＜第４の変形例＞
　前記実施例では、シューズ１が前後方向の開口部１１を有しているものを例にとって説
明したが、本発明が適用されるシューズはこのような開口部を有していなくてもよい。そ
の場合、各ストラップの上端は、アッパーの足甲上部に固着される。
【００４３】
＜第５の変形例＞
　前記実施例では、各ストラップ２１～２４がスリット２１ａ～２４ａをそれぞれ有して
いる例を示したが、これらのスリットは、開口幅のない単なる切込みであってもよい。こ
の場合においても、足の個体差に応じてまた運動時の足の変形に応じて、各ストラップ２
１～２４が前後方向にずれたり外側に膨らんだりする際に、各ストラップ２１～２４のそ
れぞれの切込みが開いたり閉じたりするので、より柔軟に足の個体差や運動時の足の変形
に対応することができ、柔らかく足をホールドできるようになる。
【００４４】
＜その他の変形例＞
　上述した実施例および各変形例はあらゆる点で本発明の単なる例示としてのみみなされ
るべきものであって、限定的なものではない。本発明が関連する分野の当業者は、本明細
書中に明示の記載はなくても、上述の教示内容を考慮するとき、本発明の精神および本質
的な特徴部分から外れることなく、本発明の原理を採用する種々の変形例やその他の実施
例を構築し得る。
【００４５】
＜他の適用例＞
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　前記実施例では、本発明によるアッパー構造がランニングシューズに適用された例を示
したが、本発明の適用はこれに限定されるものではなく、本発明はウォーキングシューズ
等の他のスポーツシューズにも同様に適用可能である。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　以上のように、本発明は、シューズ用アッパー構造に有用であり、とくに、フィット性
およびホールド性の向上を要求されるスポーツシューズに適している。
【符号の説明】
【００４７】
　１：　シューズ
 
　２：　アッパー本体
　２１～２４：　ストラップ（帯状部材）
　２１Ａ～２４Ａ：　上端
　２１Ｂ～２４Ｂ：　下端
　２１ａ～２４ａ：　スリット
 
　１１：　開口部
　１２：　ハトメ飾り　
　１６：　靴紐（緊締部材）
 
　ＭＰ：　中足趾節関節
　ＬＦ：　リスフラン関節
　ＴＴ：　ショパール関節
 
　ＰＰ１：　第１趾基節骨
　ＰＰ４：　第４趾基節骨
 
　Ｆ：　前足部
　Ｍ：　中足部
　Ｈ：　踵部
【先行技術文献】
【特許文献】
【００４８】
【特許文献１】特許第３９０２６１２号公報（段落［００１４］～［００１６］、［００
２５］～［００２７］および［００３０］、ならびに図１および図２参照）
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